まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 

• 安をのためのま意事頃を巧る 

この r 安全のた故に」のを意事項をよくお読み 
<ださい。 

• 巧障した6使わない 


動作がおかしくなったり、 AC パワーアダプ 
ターなどが破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口 
に修理をご依頼 < ださい。 

お買い上げ店またはソニーサービス窓口にお 
持ちになる際は、必ずヘッドホンとトランス 
S ッターを一緒に お持ちください。 


警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 

I A 产除 I この表示の注意事項を守らない 
I 心にドス I と、火災•感電-漏液-発熱- 

破裂などにより死 t や大けがなど 
の人身事故が生じます。 

A 敬化]この表示の注意事項を守日ない 
I ムー° 1と、大けがなど人身事故の原因と 
なります。 

I A :キ音]この表おのま意事項を守らない 
I …'呵 と、感電やその他の事故により 
けがをしたり周辺の家財に損害を 
与えたりすることがあります。 


注意を促す記号 巧為を禁止する記号 

A A 0 

义災 感電 禁止 


下記のま意を守5ないと、 

义災•発熱.発义 


IA 警告 

A A グ、'、 ,w,"、 ,• 

感電によりやけどゃ 

大けが©原因となりまず。 


乂災 感電 


運起中は使用しない 

自動車の運転をしながらへッドホンを使用した 
り、細かい操作をしたりすることは絶対におや 
めください。交通事故の原因となります。 



A 注思 


下記のま意を守5ないと、 
けがをしたり周辺の家財に 
} 貝%をちえたりずることび 


ありまず。 


大音量で長時間つヴけて聞まずぎない 

耳を刺激するよラな大きな音量で長時間つづけ 
て聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあり 
ます。呼びかけ6れて返事がでさるくらいの音 
量で聞きましよラ。 

0 

禁止 

はじめか6ボリユームを上ばずぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがありま 
す。ボ U ユームは徐々に上げましよう。とく 
に、 MD 、 CD や DAT など、雑音のかないデジ 
タル機器を聞くときにはごを意ください。 



かゆみなど違巧感があった6使わない 

使用中、肌にをわないと感じたとさは使用を中 
止して医師またはお買い上げ店、ソニーサービ 
ス窓口にご相談ください。 


電池についての 
まを上のご注意 

mmn •破裂•巧熱•巧义*誤巧に 

よる 大けた S や失明を避けるため、下記の 
ま意事項を必ずお守り < ださい。 


本機では政下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。_ 

充電式電池 

専巧充電式ニッケル水素電池 目 P - HP 2000 

乾電池* 

アルカ U 単3形 

* マンガン乾電池では、ご使用時間び極端に短くな 
るため、おすすめしません。 


|么)§ ；険|巧電式電池、乾電池び液漏れ 


充電式電池、乾電池のおが漏れたとさは素手 
で液をさわ5ない 

液が本体内部に残ることがあるため、ソニー 
の相談窓口またはソニーサービス窓口にご相 
談ください。 

液が目に入ったとさは、失明の原因になるこ 
とがあるので目をこすらず、すぐに水道水な 
どのされいなかで充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けてください。 

液が身体や衣服についたときを、やけどやけ 
がの原因になるので、すぐにされいな水で洗 
い流し、度膚に炎症やけがの症状があるとき 
には医師に相談してください。 


A 危巧電式電池について 


• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 指定された充電器 1；( 外で充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下 
の車中など、高温の場所で使用-保管-放置 
しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一 
緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけ 
たりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類政外の充電式電池は使用しな 
い。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさを取りはずす。 

• 種類の違う電池を湿ぜて使わない。 

IA 壁化 I 巧電池について 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一 
緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさち取りはずす。 

•新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池 
を混ぜて使わない。 

IA 注意 I 巧電删口ぃて 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下 
の車中など、高温の場所で使用-保管-放置 
しない。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけ 
たりしない。 

• 指定された種類政外の電池は使用しない。 

曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 

ニッケル水素電池は、 U ヴイク 
ルでさます。不要になったニッ 
ケル水素電池は、金属部にセ □ 
ノ V ンテープなどの絶縁テープを 
貼って充電式電池 U サイクル協 
力店へお持ちください。 

充電式電池の回収. U サイクルおよび U ヴイク 

ル協力店については 

一般社団法人 J 目 RC ホームぺージ 
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.htrTil 

を参照してください。 
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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラございまず。 

A ' -敬化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守5ないと、乂災や 

百 人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全に 
お使いください。お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず 
保管してください。 


MDR-RF5000 

贷 2005 Sony Corporation Printed in Malaysia 

■圍圓圓 11111111 


主な特長 


本システムは、 2.4 GHz 無線伝送ち式（デジタ 

ル）を使用したワイヤレスステレオへッドホンシ 

ステム MDR - RF 5000 K 機器専用の増設ヘッドホ 

ンです。 

•外来ノイズなどの影響を受けにくく、 CD 音質 
と同等のデジタル無線伝送を利用した、ワイ 
ヤレスへッドホン採用（非圧縮伝送） 

• 無線伝送ち式採用のため、障害物を気にする 
ことなく屋内での使用が可能ほ I 」達距離最大 
約3日 rrr ) 

• へッドホンをトランスミッターにのせるだけ 
の簡単充電方式 

• へッドバンド調節不要のフ1」ーアジャスト機 
構を採用 

• へッドホンをかけるだけで自動的に電源が入 
り、はずすと自動的に電源が切れる、オート 
パワーオン/オフ機能 

• 電源は、付属の専用充電式ニッケル水素電 
池、または別売りの単3形アルカ U 乾電池のど 
ちらでも使用可能 

* 到達距離は目安です。周囲環境により到達距離が 
変わる場をげあ0ます。 

別売りのトランス S ッターが必要でず 

本機は単体ではお使いになれません。 

別売りのワイヤレスステレオへッドホンシステ 

ム MDR - RF 500 0 K と組み含わせてお使いくださ 

し、。 


主な仕様 

■般仕様 

再生周跋数帯域12〜22,000 Hz 
電源 付属の専用充電式ニッケ J レ水素 

電池または別売りの単3形アル 
力 U 乾電池 

質量 約360 g (付属の専用充電式 

ニッケル水素電池含む） 

付属品 

専用充電式ニッケル水素電池目 P - HP 200日 
(2000 mAh min )(1) 

取扱説明書（本書） （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

保証書 （1) 

本機の仕様および外観は、改良のたが予告なく変 
要することがありますが、ご了承ください。 


ぶ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをごミ舌巧 < ださい。 


http://www.sony.co.jp/support 




つ1」 ー ダイヤル 

フリーダイヤル 

01吕 0-333-020 

0120 -222-330 

携帯電話. PHS . —部の IP 電話 

携帯電話 ^ PHS •—部の IP 題話 

0466-31-251 1 

04巨巨-3 1-2 己31 


X 取扱説巧書-リモコン等の属入相談は 


こちらへお問い合わせくだごい。 


FAX (巧巧）0120 -333-38 白 



上記番号へ接続後、最巧のガイダンスが流れている間に 

r 309 j + r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなぎします。 


ソニー株式会社 〒1 08-0 日7己東京都港区港南1 -7- 1 














►纖 


へッ ドホンに電池を 
入れる 

まず、付属の専用充電式ニッケル水素電池を、 
MDR-RF 500 0K に付属のトランスミッターで充 
電して<ださい。詳しくは、 MDR-RF 日0日 0K の 
取扱説明書をご覧 < ださい。 

ごま意 

充電中は、トランスミッターの電源び自動的に OFF 
になりまず。トランスミッターを使用しているとき 
は充電できませんので、ごを意ください。 

1 左八ウジング部にある電池のふたを 
開ける。 

電池のふたは、はずれます。 


左八ウジ 
ング 


2 付属の専用巧電式ニッケル水素電池 
を入れる。 

付属の充電式電池外は充電しないで < ださ 
い。 



ごま意 

電池ケースの©側には充電池を固定するための 
ツ;きがあります。充電池を入れるときは、©を 
先に入れて < ださし、。 

3 電池のふたを閉じる。 




電池の持続時巧 

電池の種類 

持続時間* 1 

専用充電式ニッヶレ水素電池 

約7時間が（フル 

BP-HP 2000 (付属） 

充電した場合） 

ソニーアルカ U 乾電池 

約日時間が 

LR6(SG) (別売り） 



*11 kHz、 1 mW+1 mW 出力時 
が周囲の温度や使巧状態によ0、上記の持続時間と 
異なる場合びあります。 


電池を確認するには 

フ U —アジャストバンドを引き、ち八ウジング内 
の電源ランプが青く点灯すれば使用でさます。 
電源ランプが点灯しないとさは、充電するか、 
新しいアルカ U 乾電池でお使いください。 


電源ランプ 

ごま意 

付属の充電式ニッケル水素電池を充分に充電して 
わ、使える時間げ通常の半分く5いになったとさ 
は、新しい充電式電池と取り換えてください。この 
充電式電池 BP-HP 2000は市販されていませんの 
で、お買い上げ店またはミ泰付の「ソニーご相談窓 □ 
のご案内」にあるおおくのソニーサービス窓口へお 
問い合わせの上、お取0寄せください。 

へッドホンを増設するとをは 

トランスミッターには固有の ID が設定されてい 
ます。本機を増設する場をは、トランスミッ 
ターに設定されている ID をへッドホンに登録し 
なければ使用することがでさませんので、必ず 
登録作業を行って < ださい。 



1 トランスミッターか！5へッドホンを 
はずす。 

トランス S ッターの電源が入ります。 

2 へッドホンをかける。 

へッドホンの電源が入ります。 

ご注意 

増設するへッドホンに付属の充電池は登録作業 
の前に充電するか、別売の単3形アルカリ乾電 
池を使用してください。 

3 トランスミッターとヘッドホンの 
TUNE/ID SET ポタンを同時に約3 
秒似上押し続ける。 

ヘッドホンか6「ピッピッピッ•- •」とビー 
プ音が聞こえ、ヘッドホンに ID の登録が開始 
されます。ビープ音が r ピー」と変化するまで 
TUNE/ID SET ボタンを巧し続けてくださ 
し、。ビープ音が r ピー」と変化したらヘッドホ 
ンに ID が登録され、ヘッドホンを使用するこ 
とがでさるよラになります。 



► 使し、かた 


音声を聞ぐ 

MDR-RF 500 0K の取扱説明書もあわせてご覧く 
ださい。 

1 トランスミッターをつないだ機器の 
電源を入れる。 

2 トランスミッターか！5ヘッドホンを 
はずす。 

3 へッドホンをかける。 

ち八ウジング内の電源ランプが青く点灯し、 
自動的に電源が入ります。 

ち八ウジング部をち耳に、左八ウジング部を 
左耳にをわせ、オートパワーオン/オフ機能 
が正確に働くように、頭の上から垂直にかけ 
てください。ヘッドホンをかけてから、音声 
が聞えるまで約3秒かかります。 


♦ 



4 音量を調節する。 



ご注意 

• 映画の場合、静かなシーンで音量を上げすざ 
て、急な爆発シーンなどでちを痛めないよラご 
注意 < ださし、。 

• へッドホンをはずす前にトランスミッターか5 
AC パワーアダプターをはずすと、雑音び入る 
ことびあります。 

へッドホンをはずずと自動的に 
電源が切れます 

—オートパワーオン/オフ機能 

お使いにな6ないとさは、フ U —アジャストバ 
ンドが引さ上げられた状態にならないよラにご 
を意ください。オートパワーオン機能が誤って 
働いてしまい、電池が消耗します。 



フリーアジャストバンド 


へッドホンか6ビープ音が聞こえ 
るとをは 

電波の届く範囲から離れたり、 2.4 GHz 帯の周 
波数を使用する無線機器や電子レンジなどの影 
響を受けて、へッドホンの受信状態が悪<なる 
と「ピッピッピッ•- •」といラビープ音が聞こ 
えます。トランスミッターに近づいてをビープ 
音がとま6ない場合は、伝送に最適な周蔽数を 
次の手順で再検出してください。 

1 トランスミッターの TUNE/ID SET 
ポタンを1回短押しする。 

RF ランプが点滅し、卜 
ランスミッターが最適な 
周放数を自動的に検出し 
ます。検出が完了する 
と、 RF ランプが点滅か 
ら点灯に変わり、送信が 
始まります。 

2 へッドホンの TUNE/ID SET ポタン 
を1回短巧しする。 

トランスミッターか6送 
信されている周波数を自 
動的に検出します。受信 
び始まると、ビープ音び 
解除されます。 




► その他 


使用上のごミ主意 

取0巧いについて 

• 本機を落としたりぶつけたりなど強いショッ 
クを与えないで<ださい。故障の原因となり 
よ9 〇 

•本機を分解したり、開けたりしないでくださ 
い。 

次のよラな巧には置かないで < だ 
さい 

• 直射日光があたる所や暖房器具の近くなど温 
度が非常に高い所 
• 風呂場など、湿気の多い所 

へッドホンについて 

まわりの人のことを考えて 

ヘッドホンは、音量を上げすざると音が外にち 
れます。音量を上げすぎて、まわりの人の迷惑 
にならないように気をつけましょう。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいがち 
ですが、ヘッドホンで聞くとさはいつを、呼び 
かけられて返事がでさるくらいの音量を目安に 
して < ださい。 

イヤーパッドにごいて 

イヤーパッドは消耗品です。日常の使用や長期 
の保存により劣化しますので、破損したら交換 
して < ださい。 

イヤーパッドを交換する場をは、ソニーサービ 
ス窓口にご相談ください。 


巧盾かな？と思った6 

修理にお出しになる前に、をう一度点検してく 

ださい。それでを正確に動作しないとさは、お 

買い上げ店または ソニーサービス 窓口、 ソニー 

の相談窓口にお問い合わせください。 

音が出ない 

ートランスミッターと AV 機器の接続を確認す 
る。 

-►デジタル入力を選択している場をは、誤って 
光出力端子に信号が入力されていないか確認 
する。 

ートランスミッターにつないだ AV 機器の電源 
を入れ、再生を始める。 

ートランスミッターと AV 機器のヘッドホン端 
テをつないだときは、つないだ機器の音量を 
上げる。 

一へッドホンを頭の上から垂直にかけ直す。 

一へッドホンの音量を上げる。 

一へッドホンの電源ランプが消灯している。 

• 充電式電池が消耗しているので充電をす 
る。またはアルカ U 乾電池を新しいをのと 
交換する。それでを電源ランプが消灯した 
ままの場をは、 ソニーサービス 窓口にお持 
ち < ださい。 


音がひずむ、とぎれとぎれになる 
(同時にノイズが出る場合をある） 

-► 充電式電池が消耗しているので充電をする。 
またはアルカ U 乾電池を新しいちのと交換す 
る。それでも電源ランプが消灯したままの場 
合は、 ソニーサービス 窓口にお持ちくださ 
い。 

—► トランスミッターとヘッドホンの周辺に 
2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線や電子 
レンジなどの機器がないか確認する。 

-► トランスミッターの位置を変える。 

—► トランス S ッターと AV 機器のヘッドホン端テ 
をつないだとをは、つないだ機器の音量を下げ 
る。 

音がかさい 

トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端 
子をつないだとさは、つないだ機器の音量を 
上げる。 

-► へッドホンの音量を上げる。 

雑音び多ぃ 

—► トランスミッターとヘッドホンの周辺に 
2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線や電子 
レンジなどの機器がないか確認する。 
トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端 
子をつないだとさは、つないだ機器の音量を 
上げる。 

-► 充電式電池が消耗しているので充電をする。 
またはアルカ U 乾電池を新しいちのと交換す 
る。それでを電源ランプが消灯したままの場 
合は、 ソニーサービス 窓口にお持ちくださ 
い。 

巧電でをない 

-► CHG 統電）ランプが点灯しているか確認す 
る。ヘッドホンがトランスミッターの正しい 
位置にのせ6れているか確認する。 

-► 乾電池が入っている。 

• 付属の専用充電式ニッケル水素電池を入れ 
る。 

-► 付属政外の充電式ニッケル水素電池が入って 
いる。 

• 付属の専用充電式ニッケル水素電池を入れ 
る。 

-► 充電端子がミちれている 

• へッドホンとトランスミッターの充電端子 
の巧れを綿棒などで軽くふき取ってくださ 
し、。 


巧証書とア フターサー 
■夕 


保証書 

• この製品には保証書が添付されていますの 
で、お買い上げの際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
うえ、大切に保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書ををう一度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓口の 
ご案内」にあるお近くの ソニーサービス 窓口にご 
相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
さます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望 
により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではコードレスステレオへッドホンの補修 
用性能部品（製品の機能を維持するために必要な 
部品）を、製造打ち切り後6年間保有していま 
す。この部品保有期間を修理可能期間とさせて 
いたださます。保有期間が経過したあとを、故 
障箇所によっては修理可能の場合がありますの 
で、お買い上げ店または ソニーサービス 窓口に 
ご相談ください。 





